
普及活動

(1)公 開 講 演 会

調査研究の結果を一般に公表する一端 として毎年春と秋に行っており、最近の講演は次
のとおりである。

(2)現 地 説 明 会

発掘調査を行った現地を一般に公開し、調査研究の成果を公表している。

(3)刊 行 物

イ、学 報

講演回数 演 題 講演回数 演 題

第61回

(62.1114)

第62回

(63. 521)

賽
璽
善誇辱雰責ξ斐贅思想 一

「長屋王邸宅跡を掘る」
平城京の調査

長屋.・離壱甲隻蜜量宮」木簡

第63回
(631112)

平城宮朱雀門の復元
平安貴族は瓦葺邸宅に住んでいなかった

套
日

明
月

説
年 所場査調掘発

説 明 会
年 月 日 所場査調発 掘

‐１

３

〃

5,14

6.25

10.29

11 5

平城宮跡第182次

平城京左京三条二坊 。一 。二・七・ 八坪
平城京左京二条二坊十四坪
平城宮跡第186次 (平城京左京三条二坊二坪)

平城宮跡第188次 (平城宮第二次朝堂院朝庭)

平城宮跡第193次舒婉話掠≧雑ウ七・ノ`呼)

平城宮跡第190次留城耗誘已無ウ汁・三坪)

6311.12
1119
1126

平城宮跡第194次 (平城宮西方官衛)

石神遺跡第 8次
藤原宮跡第58次
藤原宮跡第59次

平城宮跡第197次 (平城京左京三条二坊)

平城宮跡第195次南、197次西
(平城京左京三条二坊一坪)

年藤 称名 年康 称名

”

　

９５ｔ

閉

朗

閉

　

朗

　

聞

眈

阻

196(

196!

196′

196(

197:

197(

197ィ

197〔

第 1冊 仏師運慶の研究
第 2冊 修学院離宮の復原的研究
第 3冊 文化史論叢
第 4冊 奈良時代僧房の研究
第 5冊 飛鳥寺発掘調査報告
第6冊 中世庭園文化史
第 7冊 興福寺食堂発掘調査報告
第 8冊 文化史論叢 I

第 9冊 川I原寺発掘調査報告
第10冊 平城宮跡・伝飛鳥板蓋宮跡発掘調査報告
第H冊 院の御所と御堂―院家建築の研究―
第12冊 巧匠安阿弥陀仏快慶
第13冊 寝殿造系庭園の立地的考察
第14冊 唐招提寺蔵「レース」と「金亀舎利塔」に

関する研究

第15冊 平城宮発掘調査報告Ⅱ

第16冊 平城宮発掘調査報告Ⅲ

第17冊 平城宮発掘調査報告Ⅳ

第18冊 オヽ堀遠州の作事
第19冊 藤原氏の氏寺とその院家
第20冊 名物裂の成立

第21冊 研究論集 I

第22冊 研究論集Ⅱ
第23冊 平城宮発掘調査報告Ⅵ

第24冊 高山一町並調査報告一

第25冊 平城京左京三条二坊

197g

197C

198C

1981

1984

９８

９８

９８

第26冊 平城宮発掘調査報告Ⅶ
第27冊 飛鳥・藤原宮発掘調査報告 I

第28冊 研究論集Ⅲ

第29冊 木曽奈良井―町並調査報告―
第30冊 五条―町並調査報告―
第31冊 飛鳥・藤原宮発掘調査の記録 Ⅱ
第32冊 研究論集Ⅳ

第33冊 イタリア中部の一山岳集落における民
家調査報告

第34冊 平城宮発掘調査報告Ⅸ
第35冊 研究論集V
第36冊 平城宮整備調査報告 I

第37冊 飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅲ
第38冊 研究論集Ⅵ

第39冊 平城宮発掘調査報告X
第40冊 平城宮発掘調査報告�

第41冊 研究論集Ⅶ

第42冊 平城宮発掘調査報告�
第43冊 日本における近世民家 (農家)の系統

的発展

第44冊 平城京左京三条二坊六坪発掘調査報告
第45冊 薬師寺発掘調査報告

第46冊 平城京右京八条十二、十四坪発掘調査
報告

第47冊 研究論集Ⅷ
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口、史  料

年度 名 称 年度 名 称

1954
1955
1963
1964
1666
1967
1969
1970
1974

1975
1976
1977

1978

弟 l IL 南無 rH」 弥幅仏作晋集 く複裂)

第 2冊 西大寺叡尊伝記集成
第 3冊 仁和寺史料 寺誌編一
第 4冊 俊乗坊重源史料集成
第 5冊 平城宮木簡一 図版
第 6冊 仁和寺史料 寺誌編二
第 7冊 平城宮木簡一 解説 (別冊)

第 7冊 唐招提寺史料第一
第 8冊 平城宮木簡二 図版・解説
第 9冊 日本美術院彫刻等修理記録 I

第10冊 日本美術院彫刻等修理記録Ⅱ
第H冊 日本美術院彫刻等修理記録Ⅲ
第12冊 藤原宮木簡一 図版・解説
第13冊 日本美術院彫刻等修理記録Ⅳ
第14冊 日本美術院彫刻等修理記録V
第15冊 東大寺文書目緑第一巻

８２

　

８３

８４

８５

第26冊 東大寺文書目録第六巻

§:1専 ξ富言含昌§曽言三ヨ建巨
~

第31冊 平城宮出土墨書土器集成Π

ハ、飛鳥資料館図録

年度 名 称 年度 名 称

1979
1980
1981
1982
1983

第 1冊 飛鳥白鳳の在銘金銅仏

霙ζ椰 否暴暮民2窒筆
金銅仏 銘文篇

霙:鞘 暑奈蔵釜皇雹
誌 銘文篇

憂 :帯 ∃S彗査
2墓逐

~高松塚とその周辺―

第 9冊 高松塚拾年

棗I!鞘 氣査合衆藤事檜隈寺と坂田寺―

1984
1985

1986
1987

1988

第12冊 小健策の世界一埴輪から瓦塔まで一
第13冊 藤原宮―半世紀にわたる調査と研究―
第14冊 日本と韓国の塑像
第15冊 飛鳥寺
第16冊 飛鳥の石造物
第17冊 萬葉乃衣食住
第18冊 壬申の乱
第19冊 古墳を科学する
第20冊 聖徳太子の世界
第21冊 仏舎利埋納

二、基 準 資 料

年度 名 称 年度 名 称
1973
1974
1975
1976
1977

冊

冊

冊

冊

冊

第
第
第
第
第

説
説

解
解

編
編
編
編
編

瓦
瓦
瓦
瓦
瓦

1978
1979
1980
1983

冊
冊
冊
冊

第
第
第
第

瓦編 6
瓦編 7

瓦編 8
瓦編 9

ホ、地  図  (大縮尺図、縮尺 1:1,000、 航空写真より図化)

区 分 図化面数 図 地 域

平
城

京

地
域

押熊、桑原、中山、外山、盾列、渋谷、赤井谷、秋篠寺、山陵、西畑、歌姫、
コナベ、ウワナベ、黒髪山、佐保山、船若寺、野神、西大寺、平城宮日日、法
華寺、不退寺、佐保、法蓮、東大寺t―l日、宝来、菅原、尼ケ辻、北新、田村、
蔵ノ町、三条、興福寺、春日野、春日神社←日、平松、唐招提寺、六条、柏木、八島田、大安
寺l―l口、京終、元興寺、紀寺、新薬師寺、大池、薬師寺、西ノ京、杏、八条、神
殿、肘塚、北古市、鹿野園日、大職冠、西市、観音寺、羅城門、西九条、東九条、北永井、
登坂、横井、古市、南郡山、郡山、野垣内、下三橋、上三橋、北之庄、今市、帯解

下
ツ
道
地
域

大師、若槻、美濃庄、井戸野、池田、蔵之庄、番条了頭頭了発志院、馬司、伊
豆七条、南八条、中、宮堂、三階堂、西嘉幡、嘉幡、庵治、溝幡、石見、唐古、
八尾、鍵、田原本、阪手、秦之庄、南阪手、多、笠縫、新口、西垣内、上品寺、
新賀、額田部、額田部北方、穴闇、長楽、保田、唐院、沢、大野、小柳、大場、
乙木日日、佐保庄、竹之内

飛
鳥
藤
原
地
域

48

木原、耳成山、常盤、西之宮、大福、今井日日、小房、鴨公、高殿北部、膳夫、吉備、
畝傍山、大久保、木殿、飛騨、高殿、香久山、池之内、池尻、久米寺、丈六、田中、雷
奥山、山田寺、鳥屋、益田池、見瀬、和田、豊浦、飛鳥寺、八釣、越、野口、立
部、橘寺、岡寺ll日、真弓、桧前、上平田、祝戸、坂田、観覚寺、栗原、大根
田、東常門

計

その他、編集図(縮尺 1:2,000)平城宮跡、藤原宮跡、藤原京口 lml、 五条野、飛鳥、若槻荘、池田荘、小東荘、乙木荘
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へ、年 報

1958～1988毎年 1冊 計31冊

蔵書及び資料

卜、埋蔵文化財ニュース

1975～ 1988毎年数冊 計66冊

蔵 108,007冊 (平成元年 3月 31日 現在 )

372,540点 (平成元年 3月 31日 現在 )資

区 分 種 男U 購 入 寄 贈 計

63年 度
圭
日　
圭
口

漢和

洋

1,321

108

4,492

38

5,813

146

累   計
童
口　
童
ロ

漢和

洋

44,769

5,368

56,871

999

101,640

6,367

区  分 キヤビネ スライ ド ライカー ブローニー ミニコピー そ の 他 計

63年 度 1,225
刀
４ 5,232 29 78

累  計 114,312 113,786 79,721 54,207 2,281 8,233 372,540

第二書庫 地図、実測図、拓本、航空写真ロールネガ

などを保管
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